
群馬工業高等専門学校　2011 年度シラバス　8508520104JJ/20120224

( 科目コード：8508520104JJ)

【改訂】第 1 版（2011-03-03）
【科目】[ 集積回路工学 ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

田中 寛次

【授業目標・教育方針】
トランジスターの発明から始まる半導体産業の歴史および社会へのインパクト、半導体の原理の定性的な理解、基礎
的な集積回路 ( アナログ ) の理解、集積回路特有の問題の理解、製造工程の実際、製品、半導体市場等半導体全般を
理解する。

【授業概要】
・本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
・半導体産業の歴史および社会へのインパクト
・半導体の原理 ( 半導体物理 )
・アナログ電子回路 / 集積回路の基礎
・集積回路特有の問題 ( 寄生効果、バラつき、静電破壊等 )
・製造工程の実際
・半導体市場
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。

【教科書・教材・参考書 等】
・なし、資料配布 ( 毎回 )
・参考文献　アナログ電子回路 ( 大類重範 ) 日本理工出版会、電子回路 ( 須田健二，土田英一 ) コロナ社、
　アナログ集積回路 (Alan B.Greben) 近代科学社、
　アナログ集積回路 (P.R. グレイ、R.G. メイヤー他 ) 培風館、
　半導体物理学 (Shockley) 吉岡書房、やさしくわかる半導体 ( 菊池正典 ) 日本実業出版
　半導体素子 ( 石田、清水 ) コロナ社、トランジスタ教室 ( 中原　紀 ) 日本放送出版、その他

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
プロジェクター (PC 画面表示 ) 使用

【メッセージ】
特になし

【備考】
科目名「LSI 設計製作 I]」の副題「半導体集積回路概論」

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【授業計画】（授業名：[ 集積回路工学 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 半導体の歴史 ・ 半導体の歴史、
・ 社会へのインパクト

2 ～ 3 半導体物理 ・ 半導体の構造とエネルギーバンド、フェルミレベル
の概念
・P,N 型半導体の構造、エネルギーバンド、PN 接合ダ
イオードの原理、電子と正孔の動き

レポート

4 ～ 6 トランジスターの構造と動作原
理

トランジスターのエネルギーバンド、キャリアの拡散
とドリフト、増幅の原理

レポート

7 ～ 13 アナログ集積回路の基礎 集積回路の構造、集積受動素子、アナログ回路設計の
基礎

レポート

14 設計、製造上の問題 寄生効果、バラつき、温度変動、静電破壊、歩留ま
り、信頼性、雑音、内部干渉

15 製造工程、製品 製造工程の概略、製品と半導体市場動向
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